




ていた(つ。  実際 Sir Philip Sidney のソネット (И∫″ψカケJ'2〃∫ι¢ど協XXXIX), Edmund















































Free fro14 feaSts and banquets
to our nights
Of bloody knive 。(Mαθう♂肪)
(2)生命を養なうもの
You lack the season of an natures, sleep.(a匁″ぅιJ/B)
13)死
Shake off this downy sleep, death's counterfeit。(Maθう♂滋)
(4)時間を浪費すること (idling away)
What is a man,
If his good and market of his tiine



















besides her 、valking and










■ο紹♂ο α2″″励サから始めよう。ここには ばSleep''のイメイジが:27個ある。比較 的多 い といえ
る。その ttdOttinant image''はSpurgeon女史が指摘しているように(3), light(sun,mOOn,
stars,fire,lightning)でぁる。 夜などの場合には, 光を光たらしめているものは, 暗黒であ
り,それと ばSleep"は関連があるので はdOminant image''の末端をなしているといえよう。
ここでは「夢」に分類される
くRSleep''のイメイジが多いのが特色である。次の例を考えよう。
Rοη. O blessed, blessed nightI I aHl afeared,
Being in night, all this is but a dreanl,
Too flattering‐sweet to be substantial.(2. 2. 139-41)(1)








,          Feather of lead, bright smoke, cold fire, sick healthi
Still―waking sleep, that is not what it isI(1,1・185-6)
これは矛盾語をならべてある事を説明するというエリザベス朝の伝統にのっとった もの にすぎな
ぃ(5)。 とにかく個性化されたイメイジは殆んどないといえる。
















の結びつきは, ばSleep''の総数24個のうち1個である。特徴的なものは Цdeath"のイメイジ (
5個),「時間の空費」「不眠」のイメイジであろう。特に「時間の空費」 の意味は 河"ルιのテ
ーマと密接な関係があるといえよう。
What is a man,
If his chief good and market of his tilne
Be but to sleep and feadP a beast no more (4. 4. 38-35)
他に5個あるが上例ほど明確に く'Sleep''を「時間の空費」の意でとらえたものは ShakeSpeare
悲劇にはないのではないか。この劇のテーマである Hamletの復警 遅延, および不活動といっ
たことと関連づけると面白い。次は「死」の意味との関連を見よう。この結びつきは,■ο紹¢ο,ηプ
み′力ιにも―力所でてきたが, それ以前に Fry″ヮr7ゃsonnetsぁとには 翔助♭♂肪 にもある。
岡村俊明:″防うι崩における “SIeep"のイメジヤリについて
このテーマは ShakeSpeareが非常に関心をもっていたものと思われる。ここでは ■開♂ο αη〃コルチ
のように後から附加された感じの,又ぎこちない印象を与える はfOrm"とか 〔〔like''などによっ
て結ばれているのではなく,TO dieitO sleepとィコールの関係で結ばれている。 しかも何度も
繰返すことによって,その効果を強めているといえよう。それはあの有名な独自t〔TO be or not







では 0ル′ο に進もう。 や｀Sleep''のイメジャリの数は45個ある。非常に少ない。〔tdominant




である。特徴的な不眠のイメィジは, 嫉妬に狂いはじめた Othelloをさして IagOが言うとき使
われる。
Not poppy, nor mandragora,
 ヽ           Nor all the drowsy syrups Of the lvorld,
Shall ever medicine thee to that sweet sleep
Which thou o、vdst yesterday。(3. 3. 331-34)
実に個性的に使われる。






と,妙うr. You lack the season of ali natures, sleep.
ル筋ιう♂励.Come,we'n to sleep.

























Had l but died an hour before this chance,
I had liv'd a blessed tilne, for, frO■l his tilne instant,
There's nothing seriOus in mortality;
All is but toys: reno、vn and grace is dead,
The、vine of life is drawn, and the mere lees
ls left this vault to brag of.(2. 3, 98-103)
彼は次々と犯行をかさねてゆく。次の Macbeth夫妻の会話に注目しよう。
Lαゅ うr.You lack the season of all natures, sleep.
Ma♂うマj/Jo Come,、ve'1l to sleep. ?ly strange and self‐buse
ls the initiate fear that wants hard use:














ls gone to pray the holy king, upOn his aid
To wake Northumberland,and war‐■ke Siw r i
That, by the help of these_、vith him above
To ratify the wOrk―we may again




But let the frame of things disioint, both the worlds suffer,
Ere we will eat Our meal in fear, and sleep
ln the afflictiOn of these terrible dreams





What's mOre tO dO,
Which would be planted neMrly 、vith the time,
As calling home our exll'd friends abroad
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)。実際に Duncanもおつきの者も殺される。 彼等のねむりは彼等自身の死と Duncan工の死
にもつながっていたわけである。Banquoは
A heavy su■l140n lies like lead upon me,




こヽethought l heard a voice cry 〔Sleep no mo e!
凸lacbeth does murder sleep.'(2. 2. 36‐37)









There's one did laugh in's sleep, and one cried 〔く?lurderl''(2. 2. 24)







Lα′グ〃.                   Infirrl of purpose!
Give me the daggers. The sleeping and the dead,
Are but as pictures, 'tis the eyes of childhood




Shake off this downy sleep, death's counterfeit,
And look on death itself! up, and see
That great doon■'s imagel(2. 3. 83-85)
また Duncanは死んで基に葬られているが,これを墓のなかでねているという (3.2.22)。










翔助ι¢励 の SOurceはHolinshedの6ウ砲力θJ9jである(7)。 shakespeareは忠実にH01inshed
からひいている。HOlinshedが史実を間違えたところは, a入りにも Shakespeare自身もその
まま間違えているほどである。 かと思えばある点では Shakespeareは首尾 一貫して意 識 的 に
Holinshedをまげている。 そこでは MackbethもMackbeth夫人も Duncaneに対して当然
いだく深い恨みがあり,彼を殺す当然の理由もあった。働ηη力J9dでもMackbethはDuncaneを
殺すが,殺害後 MackbethもMackbeth夫人も良心の可責が全然ない。一方 Shakespeare劇




に関しては,「不眠」は勿論 ttSleep''のイメジャリは全然ない。 そこで 〔〔Sleep no more''の
叫び声はあるが,それは Malc01meを殺した Kennethに聞えるものである。また他に不眠のイ
メイジはあるがそれは King Duffeのそれにすぎない。 Mackbethにもともとあったのではな
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ら ShakespeareはЦsl ep"のイメジャリを他の劇より蓬かに広 く,深く用い,登場人物の深層
にまで食いこませている。れイ,あタサカにおける いdOminant image''を形成するものといえる。
我々はイメイジを三点か ら考察するといったが, どの点でも Macbethでは十分 あるといえ
る。
*この論文は44年10月25日日本英文学会中四国支部大会 (第22回)においで発表された。
(1)J, Do WttsOn(ed・), Maひう夕脆(The New Shakespeare,1960), p. 122.





♂Tノ (Cambridge,1965), pp. 64-5.




(5)Edward Dowden(ed.), Rο掏夕ο,2′/f/′ルチ(Arden ShakesPeare), p. 14.
(6) Caroline SpurgeOn, 9かι″.,pp. 133-4.
″)昴約″んJFdでは Mackbethの父 の名 は Sinellでthe thane Of Glamis.史実では彼 の父 は Finley,
the Prince of Rossである。Cf.Horace Furness Jr,力2σうι励 (И ジVZpフ杉″わ翻阿,1903),p.394.
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